
日本語教育へのS－P表利用の試み  

市 川 保 子  

0．はじめに   

日本における外国人に対する日本語教育の一つの特徴は，学習者の多様性にあると言えよう。   

筑波大学の文部省の研究留学生のための6か月間の日本語研修コース（Aコース）もその例外で  

はなく，1987年前期コース（A87S（pring））では学生数28人の国別内訳は次のようであった。  

ブラジル（5），タイ（6），フィリピン（3），チュニジア（2） バングラデシュ，  

スリランカ，ビルマ，パキスタン，インドネシア，オランダ，ペルー，チリ，ドミニカ，   

パナマ，コスタリカ，アルゼンチン。（数字は人数，数字なしは各1名）   

28人が実に16か国から来日していることになる。これらの学生は母語の違いだけでなく，教育背  

景，年令，専門，性別も異なっている。また近年は母国で日本語を学習してくる者も多く，日本語  

既習者の学習歴の個人差も大きくなっている。   

こうした種々の背景を持つ学生に対し，いくつかのクラスに分けることはあっても，一斉授業を  

行っているのが日本語教育の現状であろう。学習者のバックグラウンドが多様であれば，各人の日  

本語習得過程にも種々の多様性，個人差が生じてくることになる。従って，指導する側ほ，習得過  

程に個人差を持つ各学習者の到達状況を絶えず確認し，つまずきの診断やその治療を繰り返しなが  

ら授業を進めるという努力が必要となる。   

筑波大学では，日本語学習に個人差があることを前提とし，個別学習化の方向をとる授業法とし  

てコンピュータを利用する（CAI）一方，それと並行して，1985年より，コース期間中に実施す  

るクイズ（小テスト）・テストをSP表で分析し，その結果を授業にフィードバックさせ，日  

本語学習者の多様性，個人差に対処しようと，学習を管理するためのコンピュータ利用（CMl  

（ComputerManagedlnstruction））に取り組んでいる。本′ト論「日本語教育へのSAP未利用の  

試み」は，筑波大学におけるSP表利用の実際を報告し，クイズ・テスト及びSP衷の，日本  

語教育に対して持つ意味とは何かを考察寸るものである。  

1．クイズの活用   

筑波大学では6か月のAコース（初級コース）の過程を前半と後半に分け，前半において本学作  

成の教科書「きそにほんごかいわ」（45課）を使用している。4課毎（約1過1度，授業時数16時  

（1時は75分））にクイズを行い，27課終了時（コース開始後約2か月弱，授業時数150時終了時）  

及び45課終了時（約3か月，260時終了時）にテスト1及び2を実施している。計8回のクイズは  

問題数30（87年後期コースより聴解5間を加えたので現在は35），テストは100を若干越える。本小  

論ではA87Sのクイズを中心に考察する。  
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クイズ問題数30の内訳は，漢字8間（読み4，書き4），助詞8間，他の文法問題（活用，文完  

成等）10問，読解4閃で仝クイズともこの間題項目配分を取っている。   

几コースでの，クイズ実施からS－P未利用，授業へのフィrドバックの流れを示すと次のよう  

になる。  

授 業  

1  

クイズ  

1→ クイズ復習（クイズ結果を学生に知らせる）  

SP表分析  

l  

クイズ問題検討 一 括果の反省・反省文作成 ← 教授法・教材・教科書検討  

1  

授業へのフィードバック・個別指導   

クイズは通常1限目に実施される。答案回収後直ちに採点がなされ，その日の4限日でクイズ復  

習が行われる。そのとき学生は自分の答案を手にするが，答案には得点は記入されていない。クイ  

ズは習ったことが定着しているか否かを診断するものであるので，学生が得点に神経質にならない  

よう点数は省かれている。一方，評価法はクイズ結果をもとにS－P表を作成し，読み取りを行う。  

読み取った結果をクイズ結果の反省文としてまとめ，各教師に酉己る。反省文には学生の定着の悪か  

った項目，その原因，指導法への提言等が記されている。名教師は反省文の内容を授業にフィード  

バックさせるよう努力する。   

また，評価拡はS－P表の結果から出題問題が適切であったか否かを検討し，不適切な問題の改  

訂を行う。  

2．S－P表から何がわかるか   

ここではSP表利用の実際について，まず，S－P表の，評価過程における作業的位同付けを  

考え，次にSP衷の読み方，指導法改善への利用の仕方について述べる。  

2－1 S－P表の作業的位置付け   

表1はA87Sクイズ1の得点表である。左列には得点川削二学牛名が，右列には4つの問題項目群  

毎の得点が並んでいる。右端は合計得点である。これは従来から一般に作成されている得点一覧表  

であり，ここからも我々は色々な情報を得ることができる。クラス全体及び各学生の得点分布，問  

題項目毎の出来具合，成績順位など。しかし，この得点一覧表からは，クラス全体及び各学生が，ど  

の問題で，どのように間違ったのかという内容まではわからない。クイズ結果を学生への，また授  
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業へのフィードバックとして位置付け，活用するためには，クラス全体が，また各学生がどこをど  

のように間違い，その原因は何か，それを治療するためにはどうすれば良いか等の質的な分析，判  

断ができなければならない。その点では，表1は十分な情報を提供しているとは言えない。  

表1クイズ1得点表  
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（蓑においては，学生名を略し，学生番号のみ記す。以下同じ。）  

クイズ評価の過程は次の3段階に分けて考えることができよう。   

第一段階……クラスの平均点，得点分布，客間の正答率を知る   

第二段階……各学生，クラス全体について，どこを間違ったかを知る   

第三段階……各学生，クラス全体について，どのように間遠ったかを知る  

L間違いの原田を探る→授業へのフイ＿ドバック   

教育の現場では，時間的制約その他で，第一段階の成績表作りまでで終わってしまうことが多い。  

学生の答案を見ることで第二 第三段階のある程度までは傾向としてつかむことができるが，手作  

業には限界があり，第二 第三段階は教師の印象的把握に終わり，時間に追われて，そのまま次の  

クイズの作成，準備等にかからざるを得ないのが実状であろう。一方，S－P表は，コンピュータ  

へのデータの打ち込みと，簡単な機械操作（市販のソフトが用意されている）だけで第一．第二段  

階までをやってくれることになる。問題を多肢選択に統一するなどの工夫によって第三段階までさ  

せることも可能である。   

教師のするべき仕事は，S－P表に表れた情報を，経験とカンを総合させて読み取り，推軌 判  

断することである。S－P表の利用によって，従来，第一段階の成績表作りに注がれた教師の力を，  

第二段階のS－P表の読み取り，第三段階の間違い原因の追及，授業へのフィードバックに集中さ  
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せることができる。   

従来の場合とSP表利用の場合の教師の作業配分は次のようになろう。  

従 来  S－P表利用の場合  

第一段階  

教師   S－P表  

第二段階  

第三段階  

2－2 S－P表とは何か   

では，次にS－P表とはどのようなものかを見ていくことにしよう。   

S－P表とは，正答を1，誤答を0，無答をB（1ank）として，学生については縦方向に上から  

得点の高い学生の順（上位から下位の学生の順）に，そして，問題については横方向に左から正答  

率の高い順（やさしい問題からむずかしい問題の順）に並びかえた得点一覧表のことである。（S  

P表のSはStudent，PはProb】emの頭文字で，S rP蓑はStudent・Problem Score Table と呼ば  

れる。）   

表2はクイズ1の全体S－P表である。左列に学生が上位から下位に並び，右列には問題が正答  

率の高い（やさしい）ものから低い（むずかしい）ものへと並んでいる。   

各学生の正誤の並びにその学生の正答数分ずつ区切りを入れ，それを結ぶと S（Student）曲線が  

出来る。（本稿のSP表では＊＊＊＊＊で表される。）s曲棟は各学生の得点の分布曲線であり，  

S曲線を見ると，学生の達成水準と得点分布の傾向が一目でわかる。   

問題については，各問題毎に正答数だけ縦に数えて区切り線を入れ，結んでいくとP（ProbIem）  

曲線が出来る。（本稿のS－P表では＋＋十十＋で表される。）p曲線からは出題した問題の全体  

的な難易度の分布が一目でわかることになる。   

S－P表は，人間の視覚による判断力を生かして読み取ることのできる一覧表であるから，入学  

試験のような大量の人数のデータを分析するのには適していない。むしろ．クラス単位やコース単  

位のような小規模のデータを細かく分析するのに適している。また，最終試験のような長期に渡っ  

て得られる総合的な能力を測定するというよりは，毎日の授業データのような短期間における達成  

度を，反応パターンやS－P曲線を通して，測定，評価するのに適していると言える。  
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2－2－1 全体S－P表と部分S－P表（問題項目群別S－P表）   

Aコースでは0，1，Bで打ち込まれたデータをもとにし，クイズ30間の全体S－P表と項目毎  

（漢字，助詞，他の文法，読解）の部分SP表を作っている。「他の文法」では，活用，疑問詞  

等と，必要に応じて更に細分した部分S－P表を作成しているく，   

全体S－P表からは，クイズ全体における，クラス及び各学生の出来具合，得点分布などを把握  

することができる。また，各項目の出来具合から，問題項目相互の比較をすることができる。   

しかし，全体S－P表では全体的な情報しか得られない。クイズ結果を授業にフィードバックさ  

せるには，問題項目毎に，学生の反応をより緻密に，具体的なものとしてとらえる必要がある。部  

分S－P表は項目毎に作られているので，漢字，助詞，読解等，各々の項目に分けてその中での反  

応分析，問題検討を細かく行うことができる。（本稿では必要に応じて全体S－P表と項目別S－  

P表を使い分けることにする。）  

2－2－2 S－P表分析のポイント   

S－P表は学生と問題とのかかわり合いを示す一覧表であるから，S－P表を読む場合も，常に，  

全体的な傾向と全体の中での個々の傾向を，S（学生）側とP（問題）例の両面から観察する必要があ  

る。クラス全体，また各学生の到達状況はどうか，問題全体，また，各問題の難易はどうか，両者  

のかかわり合いはどうかが観察のポイントとなる。   

次にSP表を分析する際の主要なポイントについて述べる。＊2  

① s－P動線のパターン  

クイズは学習内容が定着しているか否かを診断するものであるから，一般には，課題を成就した  

学生が多く分布し，問題もやさしい問題を多くし．むずかしくなるに従って少なく配分されている。  

従ってS－P曲線は右寄りになる。ドリル・演習問題では全員が理解，正答出来ることを前提とし  

ているので，曲線は更に右下寄りになる。一方，プレースメントテストや入学選抜テストなどでは，  

多くの受験者の中から学力の高い順に選ぷ必要があるので，問題もむずかしいものが多くなり，従  

ってS－P曲線は対角線寄りになる。また，問題範囲の広い期末テスト，最終テストなども対■角線  

寄りになる。   

右下寄りであるべきクイズのS－P表が対角線寄りか，それより左寄りになっているときは，学  

習内容の理解，定着が悪かったか，問題がむずかしすぎると考えられる。  

クイズ1（表2）とクイズ6（表3）の全体S－P表のS－P曲線を比較すると，前者が右寄り  

のゆるやかなカーブを描いているのに対して，後者はほほ対角線上にある。クイズ1は平均正答率  

が74％で，到達度評価のためのクイズとしては適切であると考えられる。＊3 一方，クイズ6は平  

均正答率が57％である。テスト1終了後のクラス替えで，学生が不安定な状態にいるときに実施さ  

れたために，成績が悪くなったと判断される。  
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クイズ6の間超項目別S－P表（表4）は漢字書き問題であるが，平均正答率21％で，極端に悪  

く，S－P細線が左上隅に寄っているのがわかる。正答率が低い場合，学習者側に問題があるのか，  

間掛二間題があるのかの両面から反省しかナればならない。学習者に問題があると考えられる場合  

は，教師は，指割こ問題はなかったか，散村，教科熟二間題はなかったかの反省をする必要がある。  

問題そのものに問題がある場合は，問題を再考する必要がある。  

衣4 クイズ6「漢字苦き」S－ー－‡  表3 クイズ6全体S－P表  
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T  ■肌  11・十8 0  ⊥ 
B・1凱 13巳  
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2（3】刀 0．0〇  

2（鯛0．43  

2（誠8．00  

2（ヨ〕》ロ，〔氾  

Z（伽0．（Ⅶ  
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召 ■況1 111（】111181111◆1（5 0（】10 5＋3 3コ 81】ロ ー18（〉  
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苫  ■鵬鮎  1118り11118りIL O】．q 8【】8 81】b 由 8 0 □0 q Cl  
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訂  ●S灯1 1十0111耳【■0 0（1 1（】0 8 0110 0 巳（〉 0 0 0（【〉 O）8  

28  ◆19昭  81010（■0 0 0【）0 0（1【〉 0 0 8 0 0（】5101（）D O18  

n ’畑1  0 ロ O B O（（船□．00  
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㌘ ■【伽1  0 0 01】0（0℃0．∞  

凋 ■ヨヨ】1  0 CIE O（〔田0．∞  

13（仰0．ぶ  

13（嘲0．3】  

堤（瓜0．1了  

10（：珊0．飢  
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8m D．51】   

丁【：y＝】8．玉  

6広∝）1．の＝  

（妥 S酎1線の形   

S曲線の途中に断層（曲線が平坦になっている）があれば，その近くで学生の学力がはっきり分  

かれているので，原l月を確かめる必要がある。断層がS－P表の上部にある場合は一部の学生にし  

か秤解・定着がなされていなかったと考えられるので，クラス全体に対して再授業の必要がある。  

また，断層が下部にある場合は，下位の学生について個別指導の必要がある。   

クイズ1の全体S－P表を見ると，26位の学生と27偉二の学生の間に横方向の断層が出来ている。  

27位，28位の落ちこぼれの学生には個別指導が必要と考えられる。  
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③ p曲線の形   

P曲線の形から．極端にむずかしすぎたり，やさしすぎたりする問題を知ることができる。S－  

P表の右端に来ている問題の中に極端に正答率の低い問題はないか，あれば，その原因を突き止め  

る。未習事項ではなかったか，指導の仕方はどうであったかなどを検討する必要がある。また，左  

端に来ている問題の中に，極端に正答率の高い問題はないか，あればそれはやさしすぎる問題であ  

るから．検討する必要があろう。（やさしい問題も時に必要な場合があるので，やさしすぎる問題  

が即，イこ適切な問題とは言いきれない。）   

P曲線の途中に断層（曲線が立っている部分）があれば，問題が難易別にはっきり分かれている  

ので，原因を確かめる必要がある。断層がS－P表の左側にある場合は，定着の悪かった問題が多  

いわけであるから，それらの項目について再授業をする必要があろう。  

④ 正誤パターンのばらつき   

SP衷は1，0，Bの数字で示された正誤パターンの一覧表であるから，パターンのばらつき  

（1，0，Bの入れ代わり）から，各学生，またクラス全体がどこを間違い，どこがⅢ来たかを視  

覚的にとらえることができる。全体と各個人の正誤パターンの比較で，どの問題を間違ったか，そ  

の間題において他の学生はどのような反応を示しているか等を詳細に観察する。S－P表の横方向  

の1と0及び蕪答Bの分布を眺めることによって，各学生の学習や坪解に不十分なところ，不安定  

な面はないかを調べる。   

また，正誤のばらつき状況から各間完軋 問題項口の性格をある程度つかむことができる。助詞穴  

埋め問題，基本的な活用閃竃などはばらつきが比較的小さく，漢字問題，疑問詞，疑問文・答え文  

作成問題，聞き取りなどはばらつきが大きく観察された。問題に異質なものが複数含まれている場  

合や，学生の理解が不十分な場合にはばらつきが大きくなるようである。  

⑤ s曲線とP曲線のズレ   

S曲線とP曲線には通常ズレができる。「学生は常にヤさしい問題から正答出来る」という前提  

に立てば，P曲線の正誤パターンは，区切り線を境にして左に1，右に0，Bが並び，S曲線では．  

区切り線を墳にして上に1が，下に0，B並ぶはずである。Sl鞘線で囲まれた部分とP曲線で隣ほ  

れた部分は面積が同じであるから，その場合S仙線とP曲線にはズレが起こらない。しかし，上位  

の学生がやさしい問題で間違ったり，逆に下位の学生にむずかしい問題ができたりすると，S曲線  

とP一服泉にズレが起こってくる。また，一つの問題に複数の要素が含まれている場合もズレが起こ  

る。  

「答え文を読んで疑問詞を穴埋めさせる問題」（例（質問文）きのう   学校を休みましたか。  

（答え文）少し熱がありましたから。）ではズレが大きく観察されたが，この疑問詞問題を解くた  

めには，次の三つの能力が必要と考えられる。  
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① 答え文を読んで理解する力   

③ 答え文に対する適当な質問文・疑問詞を考える力   

（彰 疑問詞を正しく表記する力   

上位の学生が①②の段階までできても⑨の段階で，例えば「どうして」を「どして」と部ナば間  

違いとなる。これは疑問詞の問題というよりむしろ音声上の閃題である。疑問詞穴埋め閉篭は単に  

疑問詞を問うだけでなく，対話文を読み，理解する力，発音・表記の力を問うといった複数の要素  

を含んでいると言うことができる。  

⑥ 注意係数   

S－P蓑の最右列に「！」また「！！」の記号がしばしば見られる。これは学生の反応パターン  

の異質件を示すものであ㌢），その左列には学生毎の注意係数が数rf：で示されている。学生の反応が  

異質で，要注意の度合いが高いとき，言い換えれば，注意係数が0．5－0．75のとき「†」が．0，75  

以上のとき「！！」が付く。反応パターンが不安定であったり，ばらつきが大きいとき，また，や  

さしい問題を間違えたとき，注意係数が高くなる。注意係数は学生の坪解歴の特徴を示す指標であ  

るので，数値が高いときはその原因を探る必要がある。   

学生の得点分布と注意係数の関連は次のようである。，＊ト  

Al  

良くできる  不一主意あり  

B  B■  

学習不足  学習本安定  

努力を要す  レディネス不足  

1．0（注意係数）   0．5  

Aに位置する学生は，得ノ．‡も高く，注意係数も低い。従って．特に問題はないと言えよう。   

A’の学生は高得点を取っているのに，注意係数が高い。不注意で間違いをおかした吋能性が強  

い。Bの学生は注意係数は低いが，得点が低い。学習不足，理解不足のための低得∴1と考えられる。  

B’の学生は得点も低く．注意係数も高い。学習不足に加えて，学習の不安定  学習への取り組み  

方が不十分と考えられる。  

2－3 S－P表の読み方と活用の実際   

ここではA87SクイズのS－P表の中からいくつかを選び，実際にどのように言売み取り，指導法  
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の反省，改善に活用しているかを述べる。  

① クイズ2助詞穴埋め問題   

表5はクイズ2の助詞穴堀め問題のSP表である。P曲線の断層が問題番号3と8の間にある。  

3の正答率は8Z％，8の正答率は6日占で両者に20％強の開きがある。3と8のところで問題の難易  

がはっきり分かれているので，その原田を調べてみる必要がある。   

表5 クイズ2「助詞」S－P表   

f71∧汁IN几Tt（】H＝ 肝侶沌  

即U肝「汀11－mRし軒l已16 3 815 7 七什ク（吋）fユウ竹一対   

1’別口l 11111111雷 8（1備〉∩．α）   

2  ■1（氾1 I1111111t 8（1∝首）0．【氾   

3 11m lllllll】◆ B（1∝だ）0．00  

助詞穴埋め問題は次のようであった。  

（（）内の数字は問題番号，仮名は正しい助詞）  

間1：東京（1で）ラジカセ（2を）買いまし  

た。  

閃2：リーさんはナラヤナさん（3に）フィリ  

ピンの本（4を）もらいました。  

閃3：部屋（5で）音楽（6を）聞きます。  

問4：「おはようございます」（7は）英語■  

（8で）何ですか。   

イ  ■ 5101  11111】  
5  ■1加3   111111  
6 、Mm  】111】11  

7  ■ 5a）1  1111111  
耕  一1働  11】1111   
9 1】Wl l】11111  
川  一駅）1 11】1111  

l● 8（1∝首）0．【Ⅲ   

1● 8（1憫0．（氾  

1－ 8（l㈹0．叩  
1義 日（1α）D O．側  

1● 8（1ひ）》 0．（D   

l■ 8（】α）沿 D．m  

l■ 8（】（m）D．（刀  

1】  肘02  111】111■D 7（紙）D▲∽  

】2 ’Ⅰ訓1 11】】1【）ト1 7（糀0．m  

13  ■】∝6  111】10】ト1 7（躍裾）P．（D  

11 ■1耶  11】】111●口 7（抑幻 n一【れ  

Ⅰ5  ■lα芯   0111】11り 7（既）2．00！！  

1（－ ■1邦1 111101●10 6（75粉0．13  
一日イ十日I吊†  

17  ■ 間1 】11】（トIO D1 5（開）0．【椚  

ト＝事」 柑  ■胴〕】 】11ト用10 0 5（開）0．耶  
】り ■lⅦl 】01D暮10】d】4【ⅨⅨ）】．α】！  

牙IllⅦ3  】111叫8（lロl）（耶）0．00  

21、7Wl l】11tlq O【）R 4（派）0．00  

詑 ’7【腔  】】11●トB O O B 4（諷口．（氾  
訂 ’Mn5  11hl雷り 8 D 8 4（珊0．d7  

別  ■封m lOl†レ00（1 4（珊D．引＝  
H†H小目‖■  

誌  ■馴Od   8 恥1nln110：（淵0．閏！！  

才5 ’刊】 11t（）0 0〔）0 0 2（監粛＝乱∝   

㌘ ’（削）l  恥18 0 0 口 011（lこば）0．〔沿  

訝  ■ヨ刀1  R R R β 8 日 n O 【l（0℃0．（D  

問題番号3より左にある（正答率の高い）問  

題は，ラジカセ（を），フィリピンの本（を）  

青葉（を）の「ヲ格」，そしてナラヤナさん  

（に）の「二格」である。一方，3より右にあ  

る（正答率の低い）問題は，英語（で），東京  

（で），部屋（で），の「デ格」及び「おはよ  

う」（は）の取り立て助詞「ハ」である。   

ここから次のような附則，判断ができる。  

「「ヲ」「二」の定着は良いが，「デ」「ハ」  

の定着が悪い。特に「デ」は3つとも出来が良  

くない。緩業で「ヲ」は定着したが，「デ」は  

学生に十分定着するまで指導されなかったので  

はないか。   

「デ」について再指導の必要がある。」  

tニサイ／tイ†皇～：相  

tニイりセイトウノウ  

tシタイ／す1ウイナ巾ウ  

lシタイバンゴウ    21G 3 環15 7  

ヽイ与力ヤト竹イ7ウ（tイり 〔lンゲイ〕＝〔5．7（71邪）（Z）．q口1訃〕   

ヽイ与力ユウ†わ〔t叫〔モカイ〕7〔0．1I‡1〔8．16〕   

ヒコケソユンヽカ＝2．403   

② 同じくクイズ2助詞穴埋め問題のSP表   

から正誤パターンのばらつきを見てみよう。  

1位から10位までの学生は全問正解なので1  
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が並んでいるが，11位から15位までの1間違った学生の中で15位の学性が▲・番正答率の高かった問  

題2で間遠っている。（「！！」が付いている。）不注意によるものか，理解不十分のためか原閃  

を探る必要がある。17位から24位までを見ると，19位の学制二1と0のばらつきが大きくなってい  

る。理解が不安定なので注意する必要がある。15位，19位と同じく「！」の二つ付いているのが，  

25位の学年である。8間中5問が無答で，無茶でない2悶は二つとも合っている。しかし，その2  

閃ともiとBの入れ代わりの中にあり，たまたままぐれでできたとも考えられる。助詞についてま  

だ理解ができていないと判断されるので，19位の学牛とともに再指導の必要があろう。  

表6 クイズ3「疑問文」s－P衷  

R州川叩1研一憫7弧   

訊U【帰一ll門Ⅶ1u刑 2 〇 5 611て t†Mくサ机】り竹†スウ   

1’10）1 1111111■ 7（Ⅰ〔戊）0．叩   

2  ■18）1 1111111● 1（1（lX）0．（船   

3  ■1刀【 1111111● 7（ユ（皿0．の   
4 ’朗O1 110111■1 6（抑l．茄」！  

5  ■1∝柁  111101■1 6（抑0．Ⅶ＝1   

6  ■畑1 11IIDl●1 6（河）0．乃I1   

7  － 5101 111181●1 6（踵）0．Ⅶl！   

8  ■1∞3  111011■1 6（耶1．一方I1   

9  ■馴02  11王110●1 6（抑仇∞  

l（） ■桝田  11111〔ト1 6（卿0．Ⅱ）   

1l ■脚I Ll11（〉1t1 6（脚q．職I1   

12 ’5罰】 101111■1 6（脚1．部！！   

13  ■l∝右  111101・1 6（抑0．78‖   

14  ■Sカ1 11111l暮0 6（済》匂．‘陀  

15 1幻2  11111■0 0 5（71カ0．∞   

16 1研（6  11181●O1 5（71か0．781！  
叫Il＋ll＋   

】7  ■1【朋  101（トl十01 4（5丁》1．（Bl】   

18  ■7（01  0 01】叫118 4（澗1．応l】  
りI†l＋†＋十Il＋   

1g＋  T∝佗  8110■811 4（S†か1．401！   

刀  ■1一刀1  01（ト110 0 3（8p O．ポ   

n  ◆腑）1 11（ト018 0 3（畑0．4T   
2 ■防】1  0 腱0I18 0 2（畑0．¶＝   

忽 ■1∝6  か0 0 0 01ロ 1（1瓜2．別＝l   

別  ■19刀  （ト0 010 0 0 1（Ⅰ瓜）仇00   

缶 ■沸l （トQ q ql（1Q lくl瓜l．瓜l！   

器  ■5蹟）1 【ゝ8 8 8 日IB l（1瓜2＿騨I＝   

訂 1研肌   B け 8 0 8 巳 0 0（のコ0．00   

認 一部1  0 D q p O も O q（（Ⅸ）0．仰  

1111111   
モガイノセ朴妙I刀＋8 巨18＋ 7 6 6  

6 ち 6 6 6 5 S   
t：イイノtイIウ¶   4」4 41T T  

OlO 3 6Jl   
tこげ†斤ユウ帝草糧  3 4 7：113 b   

℃イイ肋  2 3 5 6117  

③ クイズ3疑問文作成問題   

与えられた答え文を読んで，学生が質問文を作  

る問題である。S－P曲線（表6）がやや左に寄  

っている′ので，問題全体としてはむずかしかった  

と言えよう。S曲線とP曲線のズレが大きく，問  

題として異質の複数要素を含んでいると考えられ  

る。S曲線が15位の学生のところから曲がりが早  

くなり，19位で真ん中に，23位で左端に達してい  

る。24位以下5名の学生は1閃かゼロ正解である。  

従って，この問題項目は上位と下位を識別するの  

には適しているかもしれないが，下位のものには  

むずかしすぎ，彼らの反応（下位者がどの程度理  

解しているのか）を分析することができない。P  

爪繰について見る．と，上下幅が小さく，問題自体  

の難易差は少ない。むしろ全問ともむずかしかっ  

たと考えられる。   

止誤のばらつきを見ると，1倖こから3位の学生  

は全問正解で問題ないが，4位から14位までの1  

間誤答者のばらつきが大きくなっている。（注意  

係数が非常に多い。）その中で，5位から7位，  

11位，13位の5名が問題番号4で間遠っているの  

で問題を検討してみる必要がある。   

問4は次のような問題であった。  

（質問文）  Q：  

（答え文）  A：10時から勉強しましょう。  

5人のうち4人が「何時から勉強しませんか」  

ヽイも4イl，カ（tイり〔むサイ）・巧．TrTl刀）（鳳0打1カ】  

へ仲ガ1州√が〔Vり（tン〃】・肌18】〔0．16】  

b醐．2，棚   
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と苦いている。「－しませんか」「ええ，～しましょう」の応答練習を授業でやっているので，疑  

問詞が入ってもl司じような応勘こしたのであろうが，質問文として「何時から勉強しませんか」は  

おかしい。何故おかしいかを初級の学酎二理解させるのはむずかしく，むしろこれは出題問題とし  

ては不適切だったと考えられる。疑問文作成問題では6間中4間正解が2名，3問正解が3名と少  

なく，逆に2閃以下が9名と多くなっている。総合的な日本語力を必倭とする疑問文作りは，下位  

の学年にはやや高度すぎたようである。  

表7 クイズ6「活用」S－P表   

EWl甑り肌＝A自TSq6   

S川D川丁 【 P町OLF【l12 5 t小州ツI‡】冊佃   

1   川口1  111l■l‖0□l10．DO   

2： 10ロコ  111l■ り1叩削【．0q  

ち1ロ1   111l■ ‖1mlO．08   

も： 1DO5  1111 ＝川闇＝）．珊   

5：  耶倶  1tlll（1即メ＝）川   

ム：  16日  I111i‖耶Y）MO   

了：  ～2別  111日（「相加‖〔UM   

8：  70別  111】■i‖DOIIDⅢ   

9：  bとqち  I111暮 ＝1DmlMO   

川：  Olm  lql■1 ユ（7511l．㍑＝  

11  1501  1118 5（門別け．00  

12：  OIOZ  】11儀8 王（門110．ロ0  

1さ：  光01  11l■8 さ‡751＝1．ロ¢  

11  】9□1  11tlq ：‖門l＝1．D¢  

1；：  川臥  11トロ＋封7識＝．Oq  
■l  

1占：   川【帖  11Dlll 引了封〕0．門＝  

17：  55¢1  1118 5（751＝）．Oq   
Ⅷ：  780Z  T18＝l 封7Sl＝）一明1  

19：  址‖  01lt†l 封門別1，了†   

祁：  耶M  l11●1亡 5（75X＝），叩   

21：  5側1  1い11 517ち！）lJ＝   

刀：  1im  lい川1：：l別封【¢D   

2ユ：  肌肌  l†1汁¢【・21501）0m   

Z（： 19DZ  l10り【 21知n＝L封   

祁：  ；刷  1い01＋2（印111．27！   

2占：  S5t）1    0り ○［112ちれ0．55！   

Z7：   t叩5  0 0 0 β m【Ⅶ10．M   

祖ニ   t981  0 8 0（ ¢（ロ110．DO  

：：二’  
モンクtイノl什繁／Iスウi2 ¢ ち  

8 7 7！  
tンク、イノ セ什つ■Jツ  占 91疇  

い＝＝－  
モガ、イノ 子⊃ウイ）イス）18 色 9  

！刀1イ Jl、ンユーウ 1I2‡  

④ クイズ6活用基本問題  

間1：化生は毎日5時間口本譜を  と言いま  

す。   

上の文は問題の1例であるが，文を読み，適当な動  

詞を考えて命令形を作り．  に穴雌めする問題で  

ある。ここでは「勉強しろ」が入る。命令形を人れる  

ことは例を出して指示してある。SP表（表7）を  

見ると，曲線のカーブがゆるやかで，正答率も72％と  

よく出来ている。しかし，S曲線を止ると，学生の21  

位まではゆるやかだったカーブが22位から急に落ち込  

んでおり，下位の者の出来が悪くなっているのがわか  

る。P曲線を見ると，問題番号2と3の間に縦の断層  

があり，3がむずかしかったことがわかる。   

正芥すべき動詞は，正答率の高い順に，  

問題番号1 勉強する  86％ （4課）  

ケ 4 （タバコを）吸う 79％  r6課）   

ク 2  覚える  71ヲ右 （14課）  

ク 3  借りる  54ヲ右 （16課）  

で，「怖りる」が出来なかったことになる。   

「借りる」は「貸す」と混同しやすく，また、「や  

りもらい」表現とも絡んで．学生にはむずかしい習得  

ポイントと言えよう。・凡 この動詞の正答率順を見  

ると，教科書ではそれぞれ4課．6言果，］4諜，16課で  

出てきており，課の古い動詞ほど正答していると言え  

る。逆に言えば．新しい動詞ほど定着していないと考  

えられる。新しい動詞が授業で良く練習されているか  

どうか，クラスでのドリルに古いなじみある動詞ばか  

1イIン川りスウ【セ什】【モ刀lイ】＝【Z．封1ワ引：＝【＋封．封7匂）】  

Ⅵh亨カイH拍【t〃】【モ ーr】＝lれさ0】【8．15】  

t】ウシ、コ）1シナ＝1．11ユ   
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り使っていないかなど，教師は反省する必要があろう。  

2－4 S－P表を時系列的に読む ＊∃   

今までは各クイズ毎にS－P表を分析し，各クイズの全体的，また，個別的傾向，SとPのかか  

わり合いをとらえてきた。S－P表はクイズ毎に残っていくものであるから，記録として貴重であ  

ると同時に，それらを時系列的に観察することによって，学生の習得状況の流れをつかむことができ  

る。表8はA87Sのクイズ1から8までの漢字薫き問題のSP表を時系列的に並べたものである。   

州題漢字自体の難易が正答率にかかわるので即断はできないが，このS－P乗の流れから，A87S  

における漢字案きの習得の流れをある程度つかむことができる。   

コースの最初は覚える漢字も少なく，漢字に興味を持っていた学生達はクイズlでは良い成績を  

おさめることができた。しかし、課を追って，覚えるべき漢字の量が増えるに従い，正芥率も下が  

り始めた。特にテスト1終了後1週目のクイズ6では，クラス替えの不安定さを反映して極端に出  

来が悪くなっている。クイズ7，8ではヤや持ち直したが，初期の正答率60，70％台よりは低く50  

％台に止どまっている。特に下位の漢字落ちこぼれ組が止答率を下げていると言える。   

このような漢字書きの時系列的考察から次のことが推札 半り断できる。   

① 習得すべき漢字貢が増えるに従い，習得窄も低下していく傾向がある。   

② 心的要因（クラス替え等）によって漢字習得は左右されヤすい。   

③ 漢字のできる学生とできない学生の差が時系列的に人きくなっていく。  

①”③をもとに漢字学習について次のような反省，提言が出来る。   

① コース期間中同じペース（l司じ漢字量）で漢字を教えるのではなく，学生の習得率の落ちる  

コース中頃では新出漢字量を減らし，既習漢字の復習を取り入れてはどうか。   

② 漢字クラスに定期的に復習時間を設け，常に既習漢字の定着をはかる必要がある。   

③ 漢字に対する落ちこぼれ学生には，提出する漢字量を減らすなどの特別措置を考えてはどう  

か。  

2－5 前コースとの比較   

S－P表は視覚的にとらえやすいという利点があるため，記録として残されたS－P衷を硯コー  

スとの比較に容易に利用することができる。特に同一クイズ，同一問題を使用した場合は，両者を  

並べ比べることによって，現コースの習得状軋 習得の特徴・傾向をつかむことができ，現コース  

の授業改善のため役立てることができる。  

2－6 S－P未利用の成果の1例   

S－P表分析のもとに作成される「クイズ結果の反省」はクイズ終了後速やかに作成，コピーさ  

れて各教師に配布される。名教師はそれを読み．授業に反映させる努力をしなければならない。  
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表8 クイズ1～8「漢字書き」SP表  

クイズ】  クイズ2  クイズイ  クイズ3  

）  

〉  

‖加  
（  （  （   

クイズ5  クイズ8   クイズ7  クイズ6  

（S曲線のみ太線で示す。）  
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クイズ5の助詞穴埋め問題では，クイズ2，クイズ3で正答率の低かった問題を集めて再出超し  

た。全閉正答率が次のように大幅に上がっている。問題は以下の6問である。   

1・部犀三国の音楽塁間きます。 2．「おはようございます」昼英語竺何ですか。   

3・歯医者はどこ昼ありますか。 4．漢字をいくつⅩ督し－ましたか。  

次の数字は上段が1度臥 下段が2度目の正答率を高い順に並べたものである。  

音楽を  部屋で  英語で   「おはよう」は  いくつⅩ  どこに  

Ⅰ  86  57  61  57  57  61  

J lOO  93  79  71  68  64   

授業の進度に伴い，既習項目の理解が深まったためでもあろうが，教師が意識して，「デ」「ハ」  

を取り上げ，再指導した結果と考えられる。  

3．おわりに（今後の課題）   

今までS－P表とは何か，S－P表の授業改善への浦用などを考察してきた。  

クイズ及びSP表利別こ閲し，ノ「後の課題として，次のことが考えられる。   

A．クイズについて   

① s－P衷分析以前の問題として，クイズ問題の妥当性，信頼性の問題がある。助詞穴埋め  

問題では，（）の前の語が漢語であるか，カタカナの語であるかによって止答率が変わる。  

また，1文中に（）がいくつあるかによっても大きく変化する。読解問題においては，設  

問を3肢選択にするか，true＆fa】seの2肢選択にするか，質問に答えさせる形式を取るか  

によって正答率は変わる。A87Sのクイズでは，クイズによって難易の差が大きく．全体正  

答率も上下に振幅し不安定な而があった。今後の課題として，まず，クイズ問題を質的に一  

定，標準化させる必要があると考えられる。   

② 学生がクイズの各項目に対して，どのような秤解の構造を形成しているかをとらえるため  

に，問題項目，及び問題項目内の各問題を系列化し，互し－の関連性をつかんでおく必要があ  

る。問題が系列化され，段階的，構造的に構築されていると，学生の誤答の原因の位置付け  

ができ，より根本的な治療を施すことができよう。   

B．S－P表について・   

① sP表からもっと多くの質的な情報が引き出せないか。SP衷は0，1，Bの数字の  

羅列である。表自体は空疎なものと言えよう。しかし，教師の工夫と努力によって，もっと  

情報を引き出す可能性があると考えられる。   

② 授業を担当している教師が，授業内容に沿ったクイズ問題を作成し，採点し，SP表を  

読み取り，授業にフィードバックさせるのが，最も効果的である。そのためには教師全員が  

S－P表に親しみ，読み取る練習をすることが必要と考えられる。   

③ 筑波大学では，授業へのフィードバックは授業担当の教師に任されている。S－P表の分  
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折から得られた情報を授業で有効なものとして生かせたか否かは，今のところチェックでき  

ていない。再試験の方法を工夫するなどの，評価体制が望まれる。   

筑波大学では，今までAコース（初級コース）のS－P表を読み取り，分析し，授業にフィード  

バックするという努力を続けてきた。クイズの一つ一つをS－P表で細かく観察することによって，  

初級コース学生の習得の流れを，ある程度つかむことができた。   

初級コースの次には中級，上級コースの評価も行われかナればならない。また，質問紙法のクイ  

ズ・テストでは測れない会話力の評価，作文力の評価なども問題になってくる。   

これらは初級レベルより，より総合的な，多面的な方向から測定，評価される必要がある。その  

分，評価，測定基準をどこに置〈か，多くの要素のうち何を測定し，何を評価するかなどむずかし  

い面を抱えている。各日本語教育機関で模索が続けられているようであるが，それらの評価は，初  

級レベルでの細かい分析の上に築かれるものであると考えられる。初級レベルで何が教えられ，何  

が教えられないか，また，何が評価できて，何ができないか。初級レベルで積み残されたものが，  

多分中級，上級レベルで指導され，評価されるものであろう。筑波大学で続けられている，初級コ  

ースに対する細かい分析の積み重ねが，その上のレベル・能力の分析，評価の足掛かりとなれば幸  

いである。  

（注）  

＊1S－P表作成に当たっては，ミタスタジオ ソフトウェアを使用している。  

＊2「S－P表分析のポイント」の項では参考文献3を参考にした。  

＊3 筑波大学ではクイズの平均正答率の首安を70％”80％に置いている。  

＊1参考文献1 P71より  

＊5 A87Sコースの時系列的習得状況の流れに関しては参考文献6を参照されたい。  
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